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東病棟カンファレンス記録

平成19年8月6日（月）　　　　　　　　　司会　松橋　直子　　記録　池田　真希子
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＜連絡事項＞

· 松尾　友美NS ローテーション研修終了。業務担当でペアとなっているスタッフは一緒に動きながら業務指導を行うこと。

· 午前・午後とシャワー浴行っている。事故の無いよう様子観察行うこと。

· 掃除機・聴診器破損あり、本日伝票提出している。

· Bユニットホールワックスがけ行う予定。実施日は後日連絡あり。

· 皮膚科の臨時薬は、（来週休みの為）２週間処方となっている。

· 川端Ｄｒ診察、１３日（月）午後　⇒　１５日（水）午前中へ変更。

＜週間連絡＞

· ６日（月）～皮膚科診察

· １０日（金）～歯科

· １０日（金）～納涼会

＜患者様連絡事項＞

· 柿田　隆三様～先週末微熱続いていたが、発熱ない為本日サマセフ（抗生物質）止めとなっている。

· 長根　斑男様～今朝レベル低下あり、点滴の指示もらい合併症室にて施行。

　　　　　　　　　御家族へ電話連絡するも連絡つかず。繋がった際には必ず繋がる連絡先を聞いておく事。

　　　　　　　　　現在は、血圧収縮期６０～７０→８４～８８へと改善してきている。不整脈あり。昼食はむせ込みあるが、全量摂取されている。

　　　　　　　　　薬が止めとなっている為、今後の精神症状の変化に注意しながら観察していくこと。

・中澤　匠様～本日１３：１５てんかん発作あり。転倒による外傷なし。血圧若干高めで

経過。スタッフ付き添いにて経過観察中。重積発作に注意して観察して下

さい。

＜隔離室入室患者様＞

野沢　英貴様

　　退室中は落ち着きなくチャンネルいじり、電気のスイッチいじり、トイレの水流し、

ドアを開けようとする行為頻回に見られている。

入室中もドアを叩く、蹴る行為あり。その都度良いこと、悪いことを本人へ伝える介

入を行っていく。

週末頃より早朝覚醒見られている。睡眠状況の観察も行っていくこと。

＜退院療養検討会＞

下沢　愛子様　　脳血管性認知症・糖尿病

　　家族へ攻撃的となることあり不穏状態も診られていたこと、糖尿病のコントロールを行う目的で当院入院となる。食事制限行い、検査データでは血糖値の改善傾向にあった。

　　作業では手際良く、集中力もあり、作業の遂行能力は優れているが、作業室で何度も会っている人に対し、「はじめまして」と話すことがあった。

　　病棟では、服薬の拒否はない。食事制限についての理解が出来ず介入に対して怒ったり、同室者への不満を話してはくるが、行動化することはなかった。退院が近づくにつれ、落ち着かない様子は見られている。

⇒家族（保護者・長男以外）が当院での治療に反対されていること、ひばりの里への入所が決まったことから明日退院することとなる。主治医の方針として、家族が当院での治療に反対している以上は今後の外来通院もなし。血糖コントロールは食事制限により、改善している。退院時は、残りのインスリンと６日分の内服薬を渡して下さい。

　　

＜川端Dｒケース検討＞

駒木　学様～日課問題無く行っている。作業は休んでおり、プログラムもその時の調子で参加されている。主治医より、今後について家族と面談していく予定との事。お盆外泊されるときには外泊前後で実施、外泊が無いなら１５日（水）、１６日（木）の午前１０時、１１時のどちらかで予定を組んでください。

　　　　　　退院後、自宅療養できるかどうか御家族と相談予定。退院する方向になったらデポ剤の使用も考えていくとの事。現在ハロペリドールを増やしている為、副作用（便秘、血圧低下）に気を付けること。血圧測定１回／日実施。

　　　　　　本人よりご飯大盛りの希望あり。食事の変更許可出たが、体重測定３回／週行い２週間後に体重が増えているようなら普通盛りへ戻すとのこと。

砂葉　良子様～現在躁状態であり、状態の変化なし。引き続き精神神経用剤等は同処方、同対応で経過観察していく。便秘がちとの事で下剤追加処方となっている。また、妹様より、他者から面会の催促の電話がかかってきてとのじょうほうあり、他者に電話をさせないようにし、また、電話をかけた患者様も確認し、注意すること。

玉井　悠策様～現在精神症状は落ち着いており、大部屋への移動検討中。作業導入の準備として病棟で折り紙等作業を始め、大丈夫な様であれば導入していく方向とのこと。

久慈　脩様～現在精神症状が落ち着いている。血液検査（７日）の結果問題が無ければ南病棟へ移動予定。

吉田　光良様～８／１５～１６日お盆外泊。

清水　泰雅様～自室での手洗いあり。ハンドクリームは声かけで塗ることが出来ている。自主的に塗れるように介入していくこと。

他者との交流はみられないが、自らホールに出てくるようになってきたとのこと。

本人より、家族とお盆外泊について話をしていたとのこと。スタッフより御家族へ連絡し、外泊について確認をとって下さい。













